
National Institute for Land and Infrastructure Management, MLIT, JAPAN   国総研

七尾港：大田３号岸壁の活用に向けた技術検討について

〇令和6年1月5日、8日、 TEC-FORCEによる現地調査を実施。現地調査の結果や設計図書等を基
に、国総研・港空研・本省港湾局・北陸地整により応急復旧のための施工方法に関する検
討を実施。
1月5日（高度技術指導班：国総研1名、港空研1名、本省港湾局2名、北陸地整3名、中部地整2名）

1月8日 (高度技術指導班：国総研1名、港空研2名、北陸地整1名)

・水面から天端の高さを確認

参考
〇1月4日、海上保安庁「巡視船ざおう」が災害支援物資の運搬のため入港。
〇1月7日、海上自衛隊「護衛艦せんだい」が陸路入りした災害対応部隊員の後方支援のため入港。
〇1月12日、東ソー物流株式会社「東駿丸」が災害支援物資の運搬のため入港。
〇1月13日、防衛省「はくおう」が入港。（14日より被災者の休養施設として活用。）（1月17日20時00分時点）

応急復旧後の「はくおう」による休養施設の提供

【大田3号岸壁（水深‐11m）】
・法線付近の液状化 ・セル沈下（0.15m）

岸壁（‐11m）
被害状況


